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1.  平成22年2月期第3四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第3四半期 52,384 ― 782 ― 798 ― 466 ―

21年2月期第3四半期 50,322 6.9 798 4.8 784 8.1 403 4.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第3四半期 77.25 ―

21年2月期第3四半期 66.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第3四半期 27,312 8,327 30.5 1,379.58
21年2月期 24,125 8,050 33.4 1,333.73

（参考） 自己資本   22年2月期第3四半期  8,327百万円 21年2月期  8,050百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
22年2月期 ― 16.00 ―

22年2月期 
（予想）

16.00 32.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,000 8.6 1,200 12.1 1,170 25.1 643 58.9 106.56
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  
（注）平成21年９月７日に当社100％出資で設立した子会社「株式会社マーク産業」を、当第３四半期連結会計期間から連結の範囲に含めております
が、開示府令第19条第８項に規定する特定子会社には該当いたしません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。 
  経済状況・市況環境等にかかわるリスクや不確定要因により実際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。 
  なお、上記業績予想に関する事項は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計 
  基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、当第３四半期 
  連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府 
  令」（平成20年８月７日内閣府令第50号)附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第3四半期 6,036,546株 21年2月期  6,036,546株

② 期末自己株式数 22年2月期第3四半期  247株 21年2月期  247株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第3四半期 6,036,299株 21年2月期第3四半期 6,036,299株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善と経済対策などの効果により、輸出や生産面

で一部持ち直しの兆しがみられ、設備投資も下げ止まりつつあるものの、足下の企業収益は大幅な減少が続いてお

り、雇用情勢は依然として厳しい状況にありました。 

ペット業界におきましても個人消費の低迷や、低価格志向が一層強まる等デフレーションの経営環境が続いてお

ります。 

このような状況の下、当企業グループの中核である卸売事業では、エコートレーディング株式会社が設立した

100％出資子会社の株式会社マーク産業が、ペットフード・ペット用品の卸売事業を譲受け10月より事業を開始し、

業容の拡大を図りました。  

また、当企業グループであるペッツバリュー株式会社では、店舗開発事業の管理店舗数が156店舗になり、また、

商品開発事業では引続き在庫の効率化を推進したことにより売上総利益率が上昇し、さらに販売費及び一般管理費が

減少した結果、営業利益は大幅に改善いたしました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当企業グループの売上高は523億８千４百万円（前年同期比4.1％

増）、営業利益は前年同期比2.1％減の７億８千２百万円となりましたが、経常利益は持分法による投資利益の計上

により、前年同期比1.8％増の７億９千８百万円、四半期純利益は４億６千６百万円（前年同期比15.6％増）となり

ました。 

  

  

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ31億８千６百万円増加し、273億１千２百万

円となりました。これは、主に受取手形及び売掛金が28億３千３百万円増加したことによるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ29億１千万円増加し、189億８千５百万円と

なりました。これは、主に支払手形及び買掛金が５億８千７百万円増加したこと及び短期借入金が20億５千万円増加

したことによるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億７千６百万円増加し、83億２千７百万

円となりました。これは、主に利益剰余金が２億７千９百万円増加したことによるものであります。 

  

  

 平成22年２月期通期の連結業績予想につきましては、平成21年10月８日付「平成22年２月期 第２四半期決算短

信」において公表しました業績予想値に変更はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

（注）平成21年９月７日に当社100％出資で設立した子会社「株式会社マーク産業」を、当第３四半期連結会 

計期間から連結の範囲に含めておりますが、開示府令第19条第８項に規定する特定子会社には該当いた

しません。  

  

  

①簡便な会計処理  

 該当事項はありません。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

  

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用  

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、当第３四半期連結累計期間（平成21年３月

１日から平成21年11月30日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正す

る内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半

期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、総平均法による原価法によっておりましたが、第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公

表分）が適用されたことに伴い、総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

17,094千円減少しております。 

  

③リース取引に関する会計基準の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買処理に係る会計処理によ

っております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。  
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,063,965 3,994,961

受取手形及び売掛金 14,610,683 11,777,187

商品 2,645,120 2,236,845

貯蔵品 19,702 19,909

未収入金 1,669,258 1,289,796

その他 1,139,059 1,582,735

貸倒引当金 △19,042 △2,592

流動資産合計 23,128,746 20,898,842

固定資産   

有形固定資産 1,649,925 1,142,943

無形固定資産 235,759 112,733

投資その他の資産 2,298,360 1,971,324

固定資産合計 4,184,045 3,227,001

資産合計 27,312,791 24,125,844

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,895,472 9,308,237

短期借入金 6,320,000 4,270,000

未払金 1,717,228 1,500,038

未払法人税等 151,562 226,309

賞与引当金 194,511 103,200

役員賞与引当金 － 17,000

その他 215,758 230,773

流動負債合計 18,494,533 15,655,558

固定負債   

長期借入金 50,000 －

退職給付引当金 178,498 170,842

その他 262,204 248,643

固定負債合計 490,702 419,486

負債合計 18,985,236 16,075,044
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,988,097 1,988,097

資本剰余金 1,931,285 1,931,285

利益剰余金 4,423,426 4,144,241

自己株式 △287 △287

株主資本合計 8,342,523 8,063,337

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △15,326 △12,538

繰延ヘッジ損益 358 －

評価・換算差額等合計 △14,967 △12,538

純資産合計 8,327,555 8,050,799

負債純資産合計 27,312,791 24,125,844
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（２）四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 52,384,077

売上原価 45,968,916

売上総利益 6,415,161

販売費及び一般管理費 5,632,616

営業利益 782,545

営業外収益  

受取利息 3,096

受取配当金 3,436

持分法による投資利益 24,806

その他 26,813

営業外収益合計 58,153

営業外費用  

支払利息 34,517

その他 8,090

営業外費用合計 42,608

経常利益 798,090

特別利益  

投資有価証券売却益 4,501

その他 201

特別利益合計 4,702

特別損失  

固定資産除却損 3,632

出資金評価損 10,100

特別損失合計 13,732

税金等調整前四半期純利益 789,060

法人税、住民税及び事業税 372,531

法人税等調整額 △49,782

法人税等合計 322,749

四半期純利益 466,310
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 789,060

減価償却費 75,228

のれん償却額 2,333

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13,553

賞与引当金の増減額（△は減少） 91,311

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,655

受取利息及び受取配当金 △6,533

支払利息 34,517

持分法による投資損益（△は益） △24,806

投資有価証券売却損益（△は益） △4,501

出資金評価損 10,100

売上債権の増減額（△は増加） △2,829,162

信託受益権の増減額（△は増加） 521,032

破産更生債権等の増減額（△は増加） 19,714

たな卸資産の増減額（△は増加） 25,678

未収入金の増減額（△は増加） △363,349

仕入債務の増減額（△は減少） 593,345

未払金の増減額（△は減少） 143,030

その他 △70,688

小計 △989,480

利息及び配当金の受取額 16,463

利息の支払額 △31,108

法人税等の支払額 △446,692

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,450,817

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △500,000

定期預金の払戻による収入 1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △537,608

無形固定資産の取得による支出 △58,516

投資有価証券の取得による支出 △6,812

投資有価証券の売却による収入 25,748

関係会社株式の取得による支出 △215,121

短期貸付金の回収による収入 17,350

長期貸付けによる支出 △39,741

保険積立金の積立による支出 △4,365

長期前払費用の取得による支出 △16,118

事業譲受による支出 △561,191

その他 △7,895

投資活動によるキャッシュ・フロー △904,270
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 16,850,000

短期借入金の返済による支出 △14,750,000

長期借入れによる収入 50,000

長期借入金の返済による支出 △50,000

配当金の支払額 △174,673

その他 △1,234

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,924,092

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △430,996

現金及び現金同等物の期首残高 3,494,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,063,965
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、当第３四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年11

月30日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８

月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作

成しております。  

  

 該当事項はありません。 

   

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成20年３月１日～11月30日） 

                   （単位：千円）  

科目 

前年同四半期
（平成21年２月期 
第３四半期） 

金額

Ⅰ 売上高  50,322,194

Ⅱ 売上原価   44,043,961

売上総利益  6,278,232

Ⅲ 販売費及び一般管理費  5,479,240

１．荷造運搬費  2,222,766

２．貸倒引当金繰入額  18,350

３．報酬・給与・手当  1,332,338

４．賞与引当金繰入額  176,700

５．退職給付費用  16,725

６．福利厚生費  194,686

７．減価償却費  72,278

８．不動産賃借料  355,863

９．その他  1,089,531

営業利益  798,992

Ⅳ 営業外収益  31,592

１．受取利息  1,767

２．受取配当金  3,307

３．受取賃貸料  6,068

４．受取役務提供料  4,864

５．受取保険金  5,683

６．その他  9,899

Ⅴ 営業外費用  46,390

１．支払利息  35,641

２．手形売却損   4,980

３．その他  5,768

経常利益  784,194
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                        （単位：千円） 

  

科目 

前年同四半期
（平成21年２月期 
第３四半期） 

金額

Ⅵ 特別利益  430

１．貸倒引当金戻入益  430

Ⅶ 特別損失  57,185

１．固定資産売却損  260

２．固定資産除却損  3,950

３．投資有価証券評価損  52,028

４．リース契約解約損  149

５．持分変動によるみなし
  売却損 

 797

税金等調整前四半期 
純利益  727,439

税金費用  324,178

四半期純利益  403,260
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